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　2019年以来，久しぶりにこの編集後記を担当させていただくことになりました．この間，新型コロナ
ウイルス感染症が何度も猛威を振るい，会員の先生方のご施設でも言葉では表現できないほどの大変なご
苦労の毎日であったかと存じます．また，昨年にはロシアのウクライナ侵攻が世界に大きな衝撃を与え，
その後のエネルギー資源価格の高騰や急激な円安など，わが国はかつてない激動の数年間を経験しまし
た．気がつけば貿易収支は赤字に転落し，かつて貿易立国といわれた日本にはもはや稼ぐ力がなくなっ
た，という悲観的な言葉が SNSで飛び交っています．もう少し身近なところでは，外科医の減少や医師
の働き方改革，医師の偏在化と地域医療崩壊など喫緊の課題が山積しており，頭痛のタネが尽きません．
　こんな暗い話題ばかりでしたが，2023年 5月 8日に新型コロナウイルス感染症が感染症法上の 5類に
移行し，コロナ前の生活がだいぶ戻ってきました．また，インバウンドの回復で大都市や観光地には外国
人旅行者が溢れています．
　内視鏡手術においても，気がつけば日本は世界でも有数の手術支援ロボット大国となっていて，今では
多くのロボット支援術式が保険診療となっています．本誌にもロボット支援手術に関する論文の投稿が
徐々に増えてきています．
　本誌に採択される論文は，疾患の希少性も重要ですが，やはり内視鏡手術手技の新規性を示す論文が高
く評価されます．革新的な新規術式やデバイスの開発でなくとも，日常臨床から生まれたちょっとした手
技の工夫も大いに歓迎されるところです．また，個人的にはロボット支援手術の教育に関する論文もぜひ
取り上げたいと思っております．
　この鬱々とした数年間を吹き飛ばし日本を明るくするような，また世界を驚かすような新規論文の投稿
をお待ちしております．

（竹内裕也）
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